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令和4年6月

令和４年４月就任 新任診療科部長 ご紹介

本年4月より消化器外科診療部長を拝命いたしました前田 清です。

日頃は地域診療連携にご協力いただき、感謝申し上げます。

当科では食道癌・胃癌・大腸癌を中心にロボット手術をはじめとする

低侵襲手術に積極的に取り組むとともに、腫瘍内科医や放射線治療

医、医師以外の他職種とも密に連携し、患者さまにご満足いただけ

る全人的医療・ケアを提供することを心掛けています。

今後も地域医療に貢献できるよう尽力してまいります。
消化器外科 診療科部長

前田 清

肝 胆 膵 外 科
初めまして、本年4月に肝胆膵外科の診療科部長を

拝命しました石沢 武彰です。

地域の先生方には、日頃より患者様をご紹介頂き

心から感謝申し上げます。

当科では、ロボット支援技術を用いた低侵襲手術から進行癌の

拡大手術まで、幅広い術式を安全に提供できる体制を

整備しています。手術適応がない場合でも、

内科や放射線科一体となって最善の方策を検討しますので、

お気軽にご相談ください。

「大阪公立大学」に変わっても、迅速かつ緊密な地域連携を

最重視する姿勢は変わりません。

肝胆膵外科 診療科部長

石沢 武彰

消 化 器 外 科
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令和4 年 5 月末

放射線治療科 診療科部長

澁谷 景子

病院HPにFAQを掲載いたしました。
https://www.hosp.med.osaka-cu.ac.jp/med-eq/mrlinac.shtml

ぜひ一度ご覧ください。

地下１階 ㉟ 放射線治療科 放射線科

高精度放射線治療センター

ついに5月末よりMRリニアックが稼働開始となりました。

患者さんや医療機関から問い合わせも多く頂き、非常にうれしく存じます。

MRリニアックは、MR画像にて腫瘍とその周辺臓器をリアルタイムに視認しながら

X線を照射できる画期的な放射線治療システムです。

MRIの撮影が可能であること（詳細は病院HP、FAQをご参照ください）が条件となりますが、

基本的には体幹部定位放射線治療（SBRT）や強度変調放射線治療（IMRT）の

適応患者さんが対象となります。

まだ、日本では殆ど稼働していない先進的な装置でございますので、

最終的な治療方針、適応判断につきましては、ご紹介くださいました先生方と

十分に連携・協議の上、決定させて頂ければと存じます。

つきましては、地域医療連絡室を通じてのご連絡、ご紹介にご協力頂けますと幸いです。

今後とも、ご支援の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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